
唐
代
傳
奇
「
任
氏
傳
」
に
お
け
る
狐
の
怪
異
の
語
り

葉
　
山
　
恭
　
江

は
じ
め
に

　
唐
代
傳
奇
は
、
創
作
さ
れ
た
小
説
と
し
て
中
國
文
學
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
中
で
も
男
女
聞
の
愛
情
を
描
い
た
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D

そ
こ
に
は
、
科
畢
受
験
を
控
え
た
若
者
と
、
琴
の
演
奏
や
詩
作
の
才
も
備
え
た
美
女
と
い
う
一
組
の
男
女
の
懸
愛
、
い
わ
ゆ
る
「
才
子
佳
人
」
　
⑬

の

物
語
が
描
か
れ
る
。
そ
う
し
た
例
と
し
て
、
中
唐
に
成
立
し
た
諸
作
、
「
鶯
鶯
傳
」
の
張
生
と
鶯
鶯
、
F
柳
氏
傳
」
の
韓
翅
と
柳
氏
、
「
震

小
玉
傳
」
の
李
盆
と
震
小
玉
な
ど
を
畢
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
任
氏
傳
」
は
、
『
太
卒
廣
記
』
巻
四
五
二
「
狐
」
六
に
「
任
氏
」
と
し
て
牧
録
さ
れ
、
盛
唐
の
沈
既
濟
撰
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

て
い

る
。
こ
の
「
任
氏
傳
」
も
、
男
女
の
愛
情
物
語
と
し
て
讃
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
先
に
畢
げ
た
「
才
子
佳
人
」
の
物
語
と
は
異
な

る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
聞
世
界
に
あ
や
か
し
が
現
れ
て
人
と
交
わ
る
と
い
う
怪
異
の
要
素
を
持
つ
鮎
や
、
物
語
の
中
心
と
な
っ

て
い

る
の
が
一
組
の
男
女
の
話
で
は
な
い
鮎
で
あ
る
。

　
こ
の
二
難
に
つ
い
て
、
「
任
氏
傳
」
の
冒
頭
を
示
し
て
、
本
論
の
問
題
提
起
を
述
べ
た
い
。

　
　
任
氏
、
女
妖
也
。
有
章
使
君
者
、
名
釜
、
第
九
。
信
安
王
樟
之
外
孫
。
少
落
拓
、
好
飲
酒
。
其
從
父
妹
靖
日
鄭
六
、
不
記
其
名
。
早
習



　
　
武
藝
、
亦
好
酒
色
。
貧
無
家
、
託
身
於
妻
族
。
與
釜
相
得
、
游
庭
不
聞
。

　
　
（
任
氏
は
女
の
妖
し
で
あ
る
。
章
使
君
と
い
う
者
が
い
て
、
名
は
釜
、
排
行
は
九
番
目
。
信
安
王
樟
の
外
孫
で
あ
る
。
若
い
と
き
か
ら

　
　
放
蕩
し
、
飲
酒
を
好
ん
だ
。
そ
の
年
下
の
女
い
と
こ
の
婿
は
鄭
六
と
言
う
が
、
そ
の
名
は
記
さ
な
い
。
若
い
と
き
か
ら
武
藝
を
習
い
、

　
　
こ
れ
も
ま
た
酒
や
色
を
好
ん
だ
。
貧
し
く
て
家
が
な
く
、
妻
の
親
族
に
身
を
託
し
て
い
た
。
釜
と
打
ち
解
け
て
、
い
つ
も
一
緒
に
遊
ん

　
　
で
い
た
。
）

　
ま
ず
、
「
任
氏
は
女
妖
な
り
（
任
氏
、
女
妖
也
）
」
と
あ
る
と
お
り
、
美
女
任
氏
が
じ
つ
は
狐
の
化
け
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
最
終
的
に
明
ら

か

と
な
る
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
鶯
鶯
傳
」
　
r
柳
氏
」
「
震
小
玉
傳
」
の
女
た
ち
が
ふ
つ
う
の
人
聞
で
あ
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
任
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

傳
」
の
よ
う
に
、
狐
が
美
女
に
化
け
て
人
聞
の
男
に
接
鰯
す
る
と
い
う
説
話
は
六
朝
志
怪
に
あ
り
、
任
氏
が
狐
女
だ
と
い
う
設
定
は
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
「
任
氏
傳
」
と
い
う
物
語
に
お
い
て
任
氏
が
狐
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
十
分
　
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑬

に

明
ら
か
と
は
言
え
な
い
。

　
ま
た
、
「
任
氏
傳
」
の
作
中
人
物
の
主
な
者
は
、
任
氏
と
い
う
女
と
、
鄭
六
と
章
釜
と
い
う
男
二
人
で
あ
る
。
こ
の
三
名
の
關
係
は
、
鄭

六

と
章
釜
は
親
戚
筋
に
あ
た
る
遊
び
仲
聞
で
あ
る
。
ま
た
、
任
氏
は
鄭
六
と
出
會
っ
て
そ
の
妾
と
な
る
が
、
任
氏
の
生
活
費
を
章
釜
が
す
べ

て

出
し
て
い
る
關
係
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
鄭
六
と
章
釜
の
二
人
は
ス
ト
ー
リ
ー
上
に
お
い
て
、
時
に
一
緒
に
場
面
に
登
場
す
る
が
、
多
く
は

場
面
ご
と
に
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
登
場
し
、
任
氏
と
二
人
の
男
の
物
語
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
r
任
氏
傳
」
が
こ
の
よ
う
な
物
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
が
讃
み
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。
任
氏
が
「
狐
」
で
あ
る
と
い
う
怪
異
は
、

F任
氏
傳
」
に
ど
の
よ
う
に
物
語
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
な
ぜ
、
美
女
任
氏
一
人
に
封
し
て
、
鄭
六
と
章
釜
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

二
人
の
男
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
、
物
語
論
の
「
語
り
手
」
や
「
覗
黙
（
焦
鷲
化
）
」
の
概
念
を
用
い
て
検

討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
任
氏
傳
」
の
表
現
方
法
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。



一、

「
任
氏
傳
」
の
語
り
手
沈
既
濟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ザ

　
本
章
で
は
「
任
氏
傳
」
の
あ
ら
す
じ
お
よ
び
絡
わ
り
の
部
分
を
示
し
て
、
こ
の
物
語
の
「
語
り
手
」
と
、
そ
の
語
り
方
に
つ
い
て
確
認
し

た
い
。
ま
ず
、
あ
ら
す
じ
を
述
べ
る
が
、
主
な
作
中
人
物
は
、
任
氏
と
血
卑
釜
と
鄭
六
で
あ
る
。

　
章
釜
は
、
貴
族
の
家
柄
で
お
金
持
ち
だ
が
、
そ
の
親
戚
す
じ
の
鄭
六
は
貧
乏
で
、
妻
の
家
の
財
産
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
章
峯
も
鄭

六

も
酒
と
女
が
好
き
で
、
長
安
を
二
人
で
遊
び
歩
い
て
い
る
。
あ
る
日
、
鄭
六
が
一
人
で
街
中
に
い
た
時
に
美
女
任
氏
と
出
會
い
、
そ
の
ま

ま
一
夜
を
過
ご
し
た
の
だ
っ
た
。
後
日
、
任
氏
と
再
會
し
た
鄭
六
は
、
任
氏
を
妾
と
し
て
住
ま
い
を
構
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
鄭
六
は
、

章
釜
に

家
財
を
借
り
に
行
く
。
鄭
六
が
美
女
を
手
に
入
れ
た
と
章
釜
は
聞
い
て
、
そ
の
美
貌
を
確
か
め
よ
う
と
鄭
六
の
新
居
へ
出
向
く
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

こ
で
目
に
し
た
任
氏
の
美
し
さ
に
、
章
釜
は
思
わ
ず
襲
い
か
か
る
が
、
任
氏
は
抵
抗
し
道
理
を
述
べ
て
拒
み
通
し
た
の
で
、
事
な
く
絡
わ
っ
　
⑬

た
。
そ
れ
か
ら
は
、
任
氏
は
章
釜
に
生
活
費
を
す
べ
て
出
し
て
も
ら
い
、
お
返
し
に
章
峯
好
み
の
美
女
と
の
仲
を
と
り
も
っ
た
り
す
る
。
一

方

で
、
任
氏
は
鄭
六
に
一
途
に
仕
え
、
時
に
助
言
を
し
て
馬
の
責
買
で
お
金
儲
け
を
さ
せ
た
り
す
る
。
の
ち
に
、
鄭
六
は
武
官
を
授
か
り
、

長
安
の
西
の
赴
任
先
へ
任
氏
を
誘
う
。
と
こ
ろ
が
、
任
氏
は
西
は
方
角
が
悪
い
か
ら
と
言
っ
て
拒
む
。
鄭
六
と
章
釜
は
二
人
が
か
り
で
説
得

し
、
結
局
任
氏
は
そ
れ
に
從
っ
て
旅
立
っ
た
。
そ
の
旅
の
途
中
で
任
氏
は
犬
に
襲
わ
れ
、
狐
の
姿
を
現
し
て
死
ぬ
。
旅
か
ら
蹄
っ
た
鄭
六
か

ら
、
章
杢
は
任
氏
に
つ
い
て
の
顛
末
を
聞
き
、
最
後
は
二
入
で
任
氏
の
墓
を
確
認
し
た
。

　
任
氏
た
ち
の
話
は
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
「
任
氏
傳
」
自
膿
に
は
績
き
が
あ
り
、
こ
の
任
氏
の
話
は
、
章
釜
か
ら
沈
既

濟
が
聞
い
た
話
で
あ
る
こ
と
が
、
終
わ
り
の
部
分
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
大
暦
中
、
沈
既
濟
居
鍾
陵
、
嘗
與
峯
遊
、
屡
言
其
事
、
故
最
詳
悉
。
後
峯
爲
殿
中
侍
御
史
、
兼
朧
州
刺
史
、
遂
残
而
不
返
。



　
　
（
大
暦
年
聞
に
、
沈
既
濟
は
鍾
陵
に
住
み
、
か
つ
て
釜
と
交
遊
し
た
が
、
し
ば
し
ば
そ
の
事
を
言
っ
て
い
た
の
で
、
最
も
詳
細
を
極
め

　
　
て
い
る
。
後
に
釜
は
殿
中
侍
御
史
と
な
り
、
朧
州
刺
史
を
兼
ね
た
が
、
つ
い
に
亡
く
な
っ
て
戻
ら
な
い
。
）

　
沈
既
濟
は
釜
と
交
遊
が
あ
り
、
釜
が
F
そ
の
事
」
つ
ま
り
任
氏
の
話
を
し
た
の
で
、
既
濟
は
詳
細
に
知
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
讃
み
取

れ

る
。
こ
れ
に
績
け
て
、
沈
既
濟
が
以
上
の
話
を
記
し
た
経
緯
が
語
ら
れ
て
「
任
氏
傳
」
全
膿
が
終
わ
り
と
な
る
。

　
　
建
中
二
年
、
既
濟
自
左
拾
遺
於
金
吾
將
軍
斐
糞
、
京
兆
少
ヂ
孫
成
、
戸
部
郎
中
崔
需
、
右
拾
遺
陸
淳
、
皆
請
居
東
南
、
自
秦
祖
呉
、
水

　
　
陸
同
道
。
時
前
拾
遺
朱
放
、
因
旅
遊
而
随
焉
。
浮
頴
渉
准
、
方
舟
沿
流
。
書
謀
夜
話
、
各
徴
其
異
説
。
思
君
子
聞
任
氏
之
事
、
共
深
歎

　
　
骸
。
因
請
既
濟
傳
之
、
以
志
其
異
云
。
沈
既
濟
撰
。

　
　
（
建
中
二
（
七
八
一
）
年
、
既
濟
は
左
拾
遺
か
ら
、
金
吾
將
軍
の
斐
翼
、
京
兆
少
サ
の
孫
成
、
戸
部
郎
中
の
崔
需
、
右
拾
遺
の
陸
淳
と

　
　
と
も
に
、
皆
東
南
に
諦
居
せ
ら
れ
て
、
秦
か
ら
呉
へ
行
き
、
水
陸
の
道
を
と
も
に
し
た
。
時
に
前
拾
遺
の
朱
放
が
、
旅
遊
し
て
い
た
の

　
　
で
随
行
し
た
の
で
あ
る
。
穎
水
に
浮
か
び
准
河
を
渉
り
、
方
舟
で
流
れ
に
沿
っ
た
。
書
に
宴
會
を
し
夜
に
談
話
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
愛

　
　
わ
っ
た
話
を
披
露
し
た
。
衆
君
子
は
任
氏
の
事
を
聞
い
て
、
共
に
深
く
歎
骸
し
て
、
既
濟
に
こ
の
こ
と
を
傳
す
る
よ
う
に
頼
ん
だ
の
で
、

　
　
異
を
記
し
た
の
で
あ
る
。
沈
既
濟
撰
す
。
）

　
「
既
濟
」
が
五
名
の
「
衆
君
子
」
（
斐
糞
・
孫
成
・
崔
需
・
陸
淳
と
、
朱
放
）
に
「
任
氏
の
事
」
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
聞
い
た
「
衆

君
子
」
か
ら
「
傳
」
す
る
よ
う
頼
ま
れ
た
の
で
、
「
異
」
を
記
録
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
任
氏
傳
」
が
結
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、

r任
氏
女
妖
也
」
か
ら
始
ま
っ
た
物
語
を
語
り
進
め
て
き
た
「
語
り
手
」
は
沈
既
濟
で
あ
る
こ
と
が
讃
み
と
れ
る
。

　
こ
の
語
り
手
「
沈
既
濟
」
は
、
章
釜
が
話
し
た
任
氏
の
物
語
に
は
登
場
し
て
い
な
い
。
沈
既
濟
が
章
釜
と
交
遊
し
た
時
鮎
に
は
、
す
で
に

任
氏

た
ち
の
物
語
は
絡
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
物
語
を
傳
聞
し
記
録
す
る
者
と
し
て
「
既
濟
」
と
い
う
名
を
表
し
て
作

中
に
登
場
し
て
い
る
鮎
で
、
　
r
沈
既
濟
」
も
ま
た
作
中
人
物
で
あ
る
。
た
だ
し
章
峯
や
任
氏
と
は
異
な
る
層
に
あ
る
作
中
人
物
と
言
え
る
。

（34）



ま
た
作
中
人
物
で
あ
る
こ
と
と
、
語
り
手
の
機
能
は
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。　

つ
ま
り
、
圖
1
に
示
す
よ
う
に
、
A
は
語
り
手
既
濟
が
語
る
「
任
氏
傳
」
の
全
禮
、

B
は
既
濟
が
衆
君
子
に
語
っ
た
「
任
氏
の
事
」
、
C
は
釜
が
既
濟
に
語
っ
た
そ
の
事

（狐
の
任
氏
の
話
）
」
と
い
う
い
わ
ば
入
れ
子
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

確
認
す

る
と
、
「
任
氏
傳
」
大
宇
を
占
め
る
「
狐
の
任
氏
の
話
」
の
出
所
が
「
章
釜
」

で

あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
次
に
、
語
り
手
が
ど
の
硯
鮎
か
ら
語
っ
て
い

る
か
を
検
討
し
て
み
る
と
、
沈
既
濟
の
語
っ
て
い
る
章
釜
が
見
聞
し
た
内
容
に
は
、

さ
ら
に
別
の
人
物
の
見
聞
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

二
、
語
り
手
の
覗
鮎

　
（
一
）
鄭
六
の
覗
鮎
か
ら
の
語
り

　
そ

れ

で

は
、
「
任
氏
傳
」
の
語
り
手
沈
既
濟
は
、
ど
の
よ
う
な
覗
鮎
か
ら
任
氏
の

物
語
を
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
’
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
「
焦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鮎
化
」
と
い
う
考
え
方
を
用
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。
一
、
焦
罵
化
」
は
、
誰
が
語
り

手

と
し
て
語
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
語
ら
れ
て
い
る
そ
の
場
面
は
誰
が
見
た
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圓

も
の
か
と
い
う
こ
と
を
匿
別
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

酬㊥
△
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F
任
氏
傳
」
に
お
け
る
語
り
手
沈
既
濟
の
語
り
の
硯
鮎
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
鄭
六
（
鄭
子
）
が
F
白
衣
（
任
氏
）
」

と
初
め
て
出
會
う
場
面
を
検
討
す
る
。

　
　
釜
與
鄭
子
借
行
於
長
安
阻
中
、
將
會
飲
於
新
昌
里
。
至
宣
平
之
南
、
鄭
子
欝
有
故
、
請
聞
去
、
纏
至
飲
所
。
釜
乗
白
馬
而
東
、
鄭
子
乗

　
　
騒
而
南
、
入
昇
平
之
北
門
。
偶
個
三
婦
人
行
於
道
中
、
中
有
白
衣
者
、
容
色
妹
麗
。
鄭
子
見
之
驚
悦
、
策
其
櫨
、
忽
先
之
、
忽
後
之
、

　
　
將
挑
而
未
敢
。
白
衣
時
時
粉
瞭
、
意
有
所
受
。

　
　
（
釜
と
鄭
子
は
一
緒
に
長
安
の
街
中
を
行
き
、
ち
ょ
う
ど
新
昌
里
に
集
っ
て
飲
も
う
と
し
て
い
る
。
宣
卒
の
南
に
至
る
と
、
鄭
子
は
用

　
　
事
が
あ
る
と
断
り
、
時
聞
を
も
ら
っ
て
別
れ
て
、
後
か
ら
飲
の
場
へ
行
こ
う
と
す
る
。
峯
は
白
馬
に
乗
っ
て
東
へ
行
き
、
鄭
子
は
駿
に

　
　
乗
っ
て
南
へ
行
き
、
昇
卒
の
北
門
を
入
っ
た
。
た
ま
た
ま
三
人
の
婦
人
が
道
を
行
く
の
に
出
會
っ
た
が
、
そ
の
中
に
白
い
着
物
の
者
が

　
　
い
て
、
容
姿
は
端
麗
で
あ
る
。
鄭
子
は
こ
れ
を
見
て
驚
き
よ
ろ
こ
ん
で
、
自
分
の
騒
に
鞭
打
ち
、
女
た
ち
の
前
に
出
た
り
、
後
に
付
い

　
　
た

り
、
氣
を
引
こ
う
と
し
て
ま
だ
で
き
ず
に
い
る
。
白
い
着
物
の
者
は
、
時
々
流
し
［
日
を
よ
こ
し
た
り
し
て
、
氣
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
）

　
こ
の
場
面
で
は
、
は
じ
め
に
章
釜
と
鄭
六
の
二
人
が
登
場
す
る
が
、
二
人
が
夜
の
飲
み
會
を
約
束
し
て
別
れ
た
所
か
ら
は
、
鄭
六
の
行
動

を
追
っ
て
い
く
。
鄭
六
は
ロ
バ
に
乗
っ
て
南
に
向
か
い
、
昇
卒
の
北
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
三
人
の
婦
人
が
道
を
行
く
の
に
「
出
會
っ
た

（値
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
語
り
手
の
硯
線
が
作
中
人
物
で
あ
る
鄭
六
の
覗
線
に
そ
っ
て
い
る
こ
と
が
讃
み
取
れ
る
。
績
い
て
、
婦
人
が
三

人
い
る
中
の
、
白
い
着
物
の
婦
人
が
美
人
で
あ
る
の
を
鄭
六
は
「
見
」
て
び
っ
く
り
喜
ん
で
、
聲
を
か
け
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
と
い
う
部
分

か

ら
も
、
鄭
六
の
「
見
」
る
と
い
う
覗
畳
に
添
っ
て
い
る
語
り
手
の
覗
鮎
が
讃
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
女
の
様
子
が
「
氣
が
あ
り
そ
う
（
意

有
所
受
）
」
だ
と
い
う
の
も
、
語
り
手
が
鄭
六
の
覗
鮎
で
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
女
に
出
會
っ
た
の
も
、
見
た
の
も
、
氣
が
あ
り

そ
う
だ
と
判
衝
し
た
の
も
鄭
六
と
讃
み
取
れ
、
鄭
六
が
見
た
も
の
感
じ
た
も
の
が
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
場
面
が
、
作
中
人
物
「
鄭
六
」
の
覗
黙
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地
の
文
に
お
け
る
人
物
呼
稻
の
愛
化
か
ら
も
讃
み
取
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れ

る
。
鄭
六
が
こ
こ
で
初
め
て
出
會
っ
た
名
も
知
ら
な
い
美
女
は
、
名
前
で
は
呼
ば
れ
ず
「
白
衣
（
白
い
着
物
の
人
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
あ
と
鄭
六
は
白
衣
の
美
女
に
つ
い
て
行
き
、
立
派
な
屋
敷
の
前
に
着
い
た
場
面
で
は
、
そ
の
呼
稻
が
愛
化
す
る
。

　
　
鄭
子
随
之
、
東
至
樂
遊
園
、
已
昏
黒
　
。
見
一
宅
、
土
垣
車
門
、
屋
宇
甚
嚴
。
白
衣
將
入
、
顧
日
r
願
少
蜘
闘
。
」
而
入
o
女
奴
從
者

　
　
一
人
、
留
於
門
屏
聞
、
問
其
姓
第
。
鄭
子
既
告
、
亦
問
之
、
封
日
「
姓
任
氏
、
第
二
十
。
」
少
頃
、
延
入
。
鄭
蟄
駿
於
門
、
置
帽
於
鞍
。

　
　
始
見
婦
人
年
三
十
鹸
、
與
之
承
迎
。
即
任
氏
姉
也
o
列
燭
置
膳
、
畢
酒
数
膓
。
任
氏
更
衣
理
粧
而
出
、
酪
飲
極
歓
。

　
　
（
鄭
子
は
女
た
ち
に
從
っ
て
、
東
の
方
樂
遊
園
に
着
い
た
と
き
に
は
、
す
で
に
暗
く
な
っ
て
い
た
。
屋
敷
が
見
え
、
土
塀
に
車
寄
せ
の

　
　
門
が
あ
り
、
建
物
の
軒
も
荘
嚴
で
あ
る
。
白
い
着
物
の
婦
人
は
中
に
入
ろ
う
と
し
て
、
振
り
返
り
「
少
し
お
待
ち
下
さ
い
ね
。
」
と
言
っ

　
　
て
入
っ
た
。
召
使
い
の
女
が
一
人
、
門
屏
の
わ
き
に
留
ま
っ
て
、
鄭
子
の
姓
第
を
尋
ね
た
。
鄭
子
が
答
え
て
か
ら
、
女
の
方
へ
も
尋
ね

　
　
る
と
、
「
姓
は
任
氏
で
、
第
は
二
十
で
す
。
」
と
答
え
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
鄭
は
櫨
を
門
に
繋
ぎ
、
被
り
物
を
鞍

　
　
に
置
い
た
。
始
め
に
三
十
歳
錬
り
の
婦
人
を
目
に
し
、
鄭
子
は
迎
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
任
氏
の
姉
で
あ
る
。
蝋
燭
を
列
ね
て
膳
を
置

　
　
き
、
酒
を
藪
杯
勧
め
た
。
任
氏
は
化
粧
を
直
し
て
出
て
き
て
、
心
ゆ
く
ま
で
飲
ん
で
樂
し
ん
だ
。
）

　
屋
敷
に
着
い
て
「
白
衣
」
は
、
鄭
六
に
少
し
待
つ
よ
う
に
言
っ
て
先
に
中
に
入
っ
て
い
く
。
鄭
六
は
外
で
待
つ
聞
に
「
白
衣
」
の
召
使
い

に

名
乗
り
、
「
白
衣
」
が
r
任
氏
」
で
あ
る
事
を
知
る
。
こ
の
よ
う
に
お
互
い
の
姓
第
を
交
わ
し
た
後
で
、
女
の
呼
稻
が
r
白
衣
」
か
ら

r任
氏
」
へ
と
愛
わ
る
。
こ
れ
は
、
語
り
手
が
鄭
六
の
覗
鮎
に
添
っ
て
語
っ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
白
衣
の
美
女
は
「
任
氏
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
物
語
の
終
わ
り
ま
で
「
任
氏
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
こ
の
あ
と
任
氏
と
一
夜
を
と
も
に
過
ご
し
た
鄭
六
は
、
翌
朝
に
屋
敷
か
ら
出
る
。
早
朝
だ
っ
た
た
め
長
安
城
内
の
房
の
門
は
ま
だ
開
い
て

お
ら
ず
、
鄭
六
は
門
の
近
く
の
路
地
で
餅
を
責
っ
て
い
た
胡
人
と
雑
談
を
す
る
。

　
　
鄭
子
指
宿
所
以
問
之
日
「
自
此
東
轄
、
有
門
者
、
誰
氏
之
宅
。
」
⊥
土
人
日
「
此
障
塘
棄
地
、
無
第
宅
也
。
」
鄭
子
日
「
適
過
之
、
易
以
云
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無
。
」
與
之
固
争
。
主
人
適
悟
、
乃
日
「
呼
、
我
知
之
　
。
此
中
有
一
狐
、
多
誘
男
子
偶
宿
、
嘗
三
見
　
。
今
子
亦
遇
乎
。
」
鄭
子
撮
而

　
　
隠
日
「
無
。
」
質
明
、
復
覗
其
所
、
見
土
垣
車
門
如
故
。
窺
其
中
、
皆
秦
荒
及
廃
圃
耳
。

　
　
（
鄭
子
は
昨
晩
泊
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
指
さ
し
て
尋
ね
「
こ
こ
か
ら
東
に
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
に
、
門
が
あ
る
の
は
、
ど
な
た
の
お
屋
敷
だ

　
　
い
o
」
と
言
っ
た
。
（
胡
人
の
餅
責
り
の
）
主
人
は
「
た
だ
崩
れ
た
垣
に
空
き
地
で
、
屋
敷
な
ん
ぞ
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
言
う
。
鄭
子
は

　
　
r
訪
ね
て
き
た
ば
か
り
な
ん
だ
、
無
い
は
ず
が
な
い
。
」
と
主
人
と
し
ば
ら
く
言
い
争
っ
た
。
主
人
は
は
た
と
分
か
っ
て
「
あ
あ
、
わ
か

　
　
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
狐
が
一
匹
い
て
、
よ
く
男
を
誘
っ
て
共
寝
す
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
三
度
見
ま
し
た
よ
。
今
あ
な
た
も
會
い
ま

　
　
し
た
か
。
」
と
言
っ
た
の
で
、
鄭
子
は
赤
く
な
っ
て
隠
し
て
「
い
い
や
。
」
と
言
っ
た
。
夜
が
明
け
て
、
再
び
そ
の
場
所
を
よ
く
見
た
と

　
　
こ
ろ
、
土
塀
や
車
寄
せ
の
門
は
元
の
よ
う
で
あ
る
の
が
見
え
た
が
、
中
を
う
か
が
い
見
る
と
、
ま
っ
た
く
の
荒
れ
地
荒
れ
畑
だ
け
で
あ

　
　

る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑬

　
鄭
六

は
こ
こ
で
餅
責
り
の
主
人
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
、
そ
の
邊
り
に
男
を
騙
し
て
寝
る
狐
が
出
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
、

昨
晩
泊
ま
っ
た
は
ず
の
屋
敷
は
存
在
せ
ず
、
そ
こ
は
荒
れ
地
で
あ
る
こ
と
も
鄭
六
自
身
の
目
で
確
か
め
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
場
面
で
鄭
六
は
美
女
任
氏
が
狐
で
あ
る
こ
と
に
氣
付
く
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
作
中
人
物
鄭
六
の
覗
鮎
が
語
り
手
の
語
り
に
表
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
「
任
氏
傳
」
の
冒
頭
は
「
任
氏
は
女
妖

で

あ
る
」
か
ら
始
ま
り
、
鄭
六
と
任
氏
の
初
封
面
の
一
夜
が
明
け
た
時
鮎
（
任
氏
の
物
語
全
膿
か
ら
見
る
と
始
め
の
五
分
の
一
ほ
ど
）
で
任

氏
が
狐
だ
と
い
う
こ
と
が
讃
者
に
種
明
か
し
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
F
任
氏
傳
」
は
績
け
て
語
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
過
程
に
は
、

鄭
六
以

外
の
任
氏
を
狐
だ
と
知
ら
な
い
作
中
人
物
の
覗
鮎
が
讃
み
取
れ
る
語
り
が
表
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
語
り
の
硯
黙
が
愛
わ
る
こ
と
は

F任
氏
傳
」
の
全
彊
構
成
に
ど
の
よ
う
な
敷
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。



　
（
二
）
章
釜
の
硯
鮎
か
ら
の
語
り

　
こ
こ
か
ら
は
、
「
任
氏
傳
」
の
語
り
に
表
れ
た
作
中
人
物
章
釜
の
硯
鮎
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
前
章
に
す
で
に
検
討
し
た
鄭
六
が
任
氏
と
出
會
っ
た
翌
日
の
場
面
で
あ
る
。

　
　
既
婦
、
見
釜
。
釜
責
以
失
期
、
鄭
子
不
泄
、
以
他
事
封
。

　
　
（
そ
の
ま
ま
婦
っ
て
、
章
釜
に
會
っ
た
。
峯
は
約
束
を
違
え
た
事
を
責
あ
た
が
、
鄭
子
は
漏
ら
さ
ず
に
、
他
の
こ
と
を
答
え
た
。
）

　
鄭
六

は
任
氏
と
過
ご
し
た
一
夜
が
明
け
て
蹄
り
、
章
釜
と
會
っ
た
が
、
任
氏
の
こ
と
を
話
さ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ニ

　
そ
の
後
、
章
室
が
任
氏
の
存
在
を
知
る
の
は
、
任
氏
と
鄭
六
が
再
會
し
、
二
人
の
佳
ま
い
を
構
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
時
も
、
章
釜
は
人
聞
の
美
女
と
し
て
の
任
氏
に
出
會
っ
た
の
み
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
章
釜
は
任
氏
が
狐
で
あ
る
こ
と
を
い
つ
知
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
讃
み
取
れ
る
の
は
物
語
の
終
わ
り
近
く
で
任
氏
が
死

ん

だ

場
面
で
あ
る
。

　
　
鄭
子
武
調
、
授
椀
里
府
果
毅
尉
、
在
金
城
縣
…
…
旬
鹸
、
鄭
子
還
城
、
釜
見
之
喜
、
迎
問
日
「
任
子
無
悪
乎
。
」
鄭
子
法
然
封
日
「
残

　
　
　
。
」
釜
聞
之
亦
働
、
相
持
於
室
、
蓋
哀
。
徐
問
疾
故
、
答
日
「
爲
犬
所
害
。
」
釜
日
「
犬
錐
猛
、
安
能
害
人
。
」
答
日
「
非
人
。
」
釜
骸

　
　
日
「
非
人
、
何
者
。
」
鄭
子
方
述
本
末
、
釜
驚
語
嘆
息
不
能
已
。

　
　
（
鄭
子
は
武
官
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
椀
里
府
の
果
毅
尉
を
授
か
っ
た
…
…
十
日
飴
り
し
て
、
鄭
子
が
長
安
の
町
に
戻
っ
て
き
た
の

　
　
で
、
釜
は
そ
れ
見
て
喜
ん
で
迎
え
て
「
任
氏
は
元
氣
か
。
」
と
尋
ね
た
。
鄭
子
は
涙
を
流
し
て
「
亡
く
な
っ
た
よ
。
」
と
答
え
た
。
章
峯

　
　
も
こ
れ
を
聞
い
て
働
叩
犬
し
、
室
内
で
互
い
に
支
え
合
っ
て
、
哀
し
み
蓋
く
し
た
。
徐
々
に
何
の
病
だ
っ
た
か
と
尋
ね
る
と
、
「
犬
に
殺

　
　
さ
れ
た
ん
だ
。
」
と
答
え
た
。
釜
が
r
犬
が
ど
う
猛
だ
と
言
っ
て
も
、
人
を
殺
す
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
」
と
言
う
と
、
「
人
で
は
な
い
の

　
　
だ
。
」
と
答
え
る
。
釜
は
驚
い
て
「
人
で
な
く
て
、
何
な
の
か
。
」
と
言
う
と
、
鄭
子
は
そ
こ
で
や
っ
と
、
事
の
顛
末
を
述
べ
て
、
釜
は

（39）



　
　
驚
き
語
し
ん
で
た
め
息
を
つ
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
）

　

こ
こ
で
、
「
章
釜
が
鄭
六
が
戻
っ
た
の
を
見
て
喜
ん
だ
（
墨
見
之
喜
）
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
、
鄭
六
の
蹄
り
を
待
っ
て
い
た
章
峯
の
覗
鮎
が

表
れ

て
い

る
。
さ
ら
に
、
章
峯
は
鄭
六
か
ら
任
氏
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
て
驚
き
、
し
か
も
任
氏
は
人
で
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
一
層
驚
い
て

嘆
い
て
い
る
。
こ
の
後
、
二
人
は
共
に
任
氏
の
墓
を
確
認
に
出
向
く
。

　
　
明
日
、
命
駕
與
鄭
子
倶
適
馬
鬼
、
嚢
痙
覗
之
、
長
號
而
錦
。
追
思
前
事
、
唯
衣
不
自
制
、
與
人
頗
異
焉
。

　
　
（
明
く
る
日
、
馬
を
命
じ
て
鄭
子
と
一
緒
に
馬
蒐
へ
行
き
、
墓
を
掘
り
起
こ
し
て
そ
れ
を
よ
く
見
て
、
長
い
こ
と
声
を
上
げ
て
な
げ
い

　
　
て
か

ら
蹄
っ
て
き
た
。
前
の
事
を
思
い
返
せ
ば
、
着
物
を
自
分
で
縫
わ
な
い
こ
と
だ
け
が
、
人
と
た
い
へ
ん
違
っ
て
い
た
の
だ
。
）

　

こ
の
よ
う
に
、
章
釜
は
「
鄭
六
と
一
緒
に
（
與
鄭
子
倶
）
」
に
出
か
け
、
墓
を
掘
っ
て
そ
こ
を
「
よ
く
見
（
覗
）
」
て
い
る
。
こ
の
「
硯
」

る
と
い
う
語
に
、
章
釜
の
覗
慧
を
讃
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
前
の
事
を
思
い
返
せ
ば
、
（
追
思
前
事
）
」
と
い
う
の
は
、
物
語
内
の
次
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ

の

エ

ピ
ソ
ー
ド
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
も
章
釜
が
登
場
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

　
　
任
氏
又
以
衣
服
故
弊
、
乞
衣
於
峯
。
室
將
買
金
練
與
之
、
任
氏
不
欲
、
日
「
願
得
成
制
者
。
」
釜
召
市
人
張
大
爲
買
之
、
使
見
任
氏
、

　
　
間
所
欲
。
…
…
寛
買
衣
之
成
者
、
而
不
自
細
縫
也
、
不
曉
其
意
。

　
　
（
任
氏
は
ま
た
衣
服
が
古
く
な
り
破
れ
た
の
で
、
峯
に
衣
服
を
ね
だ
っ
た
。
章
釜
は
あ
や
ぎ
ぬ
を
買
い
與
え
よ
う
と
し
た
が
、
任
氏
は

　
　
欲

し
が
ら
ず
に
、
「
縫
い
上
が
っ
た
物
を
欲
し
い
o
」
と
言
っ
た
。
從
が
商
人
の
張
大
を
呼
ん
で
そ
れ
を
買
っ
て
や
ろ
う
と
し
、
任
氏
に

　
　
會
わ
せ
て
欲
し
い
物
を
尋
ね
さ
せ
た
。
…
…
結
局
、
縫
い
上
が
っ
た
着
物
を
買
っ
て
、
自
分
で
縫
い
物
を
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
理
由

　
　

は
明
ら
か
で
な
い
。

　
章
釜

は
任
氏
に
着
物
を
買
い
與
え
る
時
に
、
縫
い
上
げ
前
の
反
物
を
買
っ
て
や
ろ
う
と
し
た
が
、
任
氏
は
縫
い
上
が
っ
た
着
物
を
買
っ
て
、

F自
分
で
は
縫
い
物
を
し
な
か
っ
た
（
不
自
細
縫
也
）
」
。
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
の
語
り
を
受
け
て
、
任



氏
が
亡
く
な
っ
た
後
で
は
、
そ
う
い
え
ば
以
前
に
「
着
物
を
自
分
で
縫
わ
な
か
っ
た
（
衣
不
自
制
）
」
と
回
想
し
、
こ
の
着
物
を
縫
わ
な
い

こ
と
の
み
が
、
一
般
の
人
と
は
違
っ
て
い
た
と
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
人
で
は
な
い
」
と
い
う
讃
握
と
し

て
、
着
物
を
縫
わ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
着
物
を
縫
わ
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
け
る
「
不
自
翻
縫
也
、
不
曉
其
意
」
と
、
任
氏
が
狐
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め
た
場
面
で
の

r追
思
前
事
、
唯
衣
不
自
制
、
與
人
頗
異
焉
」
は
、
い
ず
れ
も
地
の
文
で
あ
り
、
語
り
手
が
語
っ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に

表
れ

て
い

る
覗
貼
が
誰
の
も
の
で
、
誰
の
判
断
を
表
現
し
て
い
る
か
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
場
面
に
共
通
す
る
登
場
人
物
で
あ
り
目

撃
者
で
あ
る
章
釜
の
見
た
物
事
や
判
断
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
着
物
購
入
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
鄭
六
は
登
場
せ
ず
、
章
釜
が
目

撃
し
た
出
來
事
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
面
で
の
語
り
手
は
、
章
釜
へ
の
焦
黙
化
に
よ
っ
て
、
章
釜
の
感
畳
を
通
じ
て
そ
こ

に

語

り
手
の
見
解
を
重
ね
る
形
で
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

s

　
以
上
の

よ
う
に
、
任
氏
の
墓
を
確
認
し
た
場
面
に
は
、
章
釜
と
鄭
六
が
一
緒
に
登
場
し
て
は
い
る
が
、
着
物
購
入
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
注
目

す

る
と
、
血
早
釜
の
硯
鮎
が
強
く
表
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
F
任
氏
傳
」
に
お
い
て
、
章
釜
と
鄭
六
は
一
緒
に
登
場
す
る
場
面
も
あ
る
が
、
多
く
は
二
人
が
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
交
互
に
登
場
し
て
い

る
。
次
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
、
二
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
「
任
氏
傳
」
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
か

を
述
べ
た
い
。

三
、
交
互
に
登
場
す
る
鄭
六
と
章
峯

こ
の
章
で
は
、
「
任
氏
博
」
の
プ
ロ
ッ
ト
（
物
語
が
語
ら
れ
た
順
序
）
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
次
い
で
、
任
氏
に
關
し



て
、
鄭
六
と
章
室
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
面
を
知
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。

　
（
1
）
任
氏
に
關
わ
る
プ
ロ
ッ
ト

　
F
任
氏
傳
」
の
中
で
、
任
氏
に
關
す
る
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
を
以
下
の
（
1
）
～
（
9
）
に
分
け
て
示
す
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ

ロ

ッ

ト
に
鄭
六
や
章
釜
が
登
場
し
て
い
る
か
、
任
氏
の
ど
の
よ
う
な
面
が
語
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

　
　
（
1
）
鄭
六
は
任
氏
と
出
會
い
、
］
夜
を
過
ご
す
。

　
　
（
2
）
鄭
六
は
任
氏
と
再
會
し
、
任
氏
は
鄭
六
の
妾
に
な
る
。

　
　
（
3
）
章
釜
は
鄭
六
の
新
居
を
訪
ね
、
任
氏
を
襲
い
か
け
る
が
、
任
氏
は
拒
み
通
す
。

　
　
（
4
）
任
氏
は
章
釜
に
好
み
の
美
女
と
の
仲
を
取
り
持
つ
。

　
　
（
5
）
任
氏
は
鄭
六
に
馬
を
責
買
さ
せ
、
大
金
儲
け
を
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ

　
　
（
6
）
任
氏
は
章
釜
に
着
物
を
買
っ
て
も
ら
う
。

　
　
（
7
）
鄭
六
が
武
官
と
し
て
西
へ
赴
任
す
る
際
に
、
任
氏
は
西
へ
の
旅
は
方
角
が
悪
い
と
拒
む
が
、
鄭
六
と
章
釜
で
説
得
し
、
任
氏
は

　
　
　
　

從
う
。

　
　
（
8
）
鄭
六
の
旅
に
同
行
し
た
任
氏
は
狐
に
戻
っ
て
犬
に
追
わ
れ
て
死
ぬ
。

　
　
（
9
）
章
釜
は
鄭
六
と
任
氏
の
墓
を
確
認
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ッ
ト
に
任
氏
は
一
貫
し
て
登
場
す
る
が
、
鄭
六
と
章
釜
は
概
ね
交
互
に
登
場
し
て
い
る
。
プ
ロ
ッ
ト
の
内
、
鄭
六
が
登
場

す
る
の
t
9
　
（
1
）
　
（
o
u
）
　
（
5
）
（
t
－
－
）
　
（
o
o
）
　
（
9
）
、
章
峯
が
登
場
す
る
の
が
　
（
c
o
）
　
（
4
）
　
（
c
o
）
　
（
7
）
（
9
）
、
鄭
六
と
章
杢
が
一
緒
に
登

場
す
る
の
は
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
7
）
と
（
9
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鄭
六
と
章
峯
が
交
互
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
鄭
六
か
ら

見

た
任
氏
と
、
章
墨
か
ら
見
た
任
氏
と
で
は
、
見
え
て
い
る
面
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鄭
六
と
章
釜
が
共
に
登
場
す



る
場
面
で
は
、
お
互
い
が
見
た
任
氏
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
鮎
を
以
下
に
検
討
し
て
い
く
o

　
（
二
）
鄭
⊥
ハ
か
ら
見
た
任
氏
の
特
徴

　
プ

ロ

ッ

ト
の
　
（
1
）
　
g
内
容
は
、
す
で
に
第
二
章
（
一
）
「
鄭
六
の
覗
鮎
か
ら
の
語
り
」
で
検
討
し
た
と
お
り
だ
が
、
鄭
六
は
任
氏
の
屋

敷
に
立
ち
寄
っ
て
一
夜
を
過
ご
し
た
後
、
そ
の
邊
り
に
男
を
だ
ま
す
狐
が
出
る
こ
と
を
餅
責
り
の
胡
人
か
ら
聞
き
、
さ
っ
き
通
っ
た
任
氏
の

屋
敷
が
荒
れ
地
で
あ
る
事
を
確
か
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
鄭
六
は
、
任
氏
が
狐
の
化
け
物
で
あ
る
こ
と
を
、
知
り
合
っ
た
翌
朝
に
は
氣
が

つ
い

て
い
た
。

　
r
任
氏
傳
」
は
『
太
卒
廣
記
』
の
「
狐
」
部
に
入
っ
て
い
る
が
、
同
巻
四
四
七
F
狐
」
一
「
説
狐
」
（
出
『
玄
中
記
』
）
は
妖
狐
の
イ
メ
ー

ジ
を
傳
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　
狐
五
十
歳
、
能
愛
化
爲
婦
人
。
百
歳
爲
美
女
、
爲
神
巫
、
或
爲
丈
夫
與
女
人
交
接
。
能
知
千
里
外
事
、
善
曇
魅
、
使
人
迷
惑
失
智
。
千
　
ほ

　
　
歳
即
與
天
通
、
爲
天
狐
。

　
　
（
狐
は
五
十
歳
で
、
化
け
る
こ
と
が
で
き
て
婦
人
と
な
る
。
百
歳
で
美
女
と
な
り
、
神
巫
と
な
り
、
あ
る
い
は
男
と
な
っ
て
女
と
交
接

　
　
す
る
。
千
里
の
外
の
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
轟
魅
を
得
意
と
し
、
人
を
惑
わ
し
て
知
性
を
失
わ
せ
る
。
千
歳
に
な
る
と
天
に
通
じ
、

　
　
天
狐
と
な
る
。
）

　
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
妖
狐
の
特
性
の
う
ち
、
「
任
氏
傳
」
の
任
氏
に
當
て
は
ま
る
の
は
次
の
1
1
1
s
u
で
あ
る
。
①
美
女
に
化
け
て
い
る
鮎
、

②
物
事
を
よ
く
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
鮎
（
能
知
千
里
外
事
）
、
③
ま
じ
な
い
を
得
意
と
す
る
（
善
轟
魅
）
黙
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
①
と
②
は
、
主
に
鄭
六
が
登
場
す
る
場
面
に
請
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
①
美
女
に
化
け
て
い
る
識
に
つ
い
て
、
任
氏
が
美
女
で
あ
る
こ
と
は
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
1
）
で
鄭
六
が
任
氏
を
初
め
て
見
か
け
た



際
に
「
容
貌
は
こ
と
さ
ら
麗
し
い
（
容
色
妹
麗
）
」
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
の
鄭
六
は
、
任
氏
を
狐
だ
と
は
ま
だ
思
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
初
封
面
で
一
夜
を
過
ご
し
た
翌
朝
に
鄭
六
は
任
氏
が
狐
で
あ
る
と
知
っ
た
の
で
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
2
）
で
二
人
が
再
會
し
た

と
き
に
は
、
鄭
六
は
任
氏
が
狐
が
化
け
た
美
女
だ
と
分
か
っ
て
近
づ
い
て
い
る
。
そ
の
任
氏
の
様
子
は
「
任
氏
が
眸
を
め
ぐ
ら
し
扇
を
よ
け

る
と
、
光
輝
く
麗
し
い
様
は
以
前
の
様
で
あ
る
（
任
氏
乃
廻
眸
去
扇
、
光
彩
艶
麗
如
初
）
」
と
表
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
プ
ロ
ッ
ト
の
　
（
O
o
）
で
は
、
鄭
六
の
赴
任
の
旅
に
同
行
し
た
任
氏
は
犬
に
出
く
わ
し
て
狐
の
姿
を
現
し
て
し
ま
う
。

　
　
適
値
於
道
、
蒼
犬
騰
出
於
草
聞
。
鄭
子
見
任
氏
炊
然
墜
於
地
、
復
本
形
而
南
馳
。
蒼
犬
逐
之
、
鄭
子
随
走
叫
呼
、
不
能
止
。
里
饒
、
爲

　
　
犬
所
整
。

　
　
（
た
ま
た
ま
道
で
出
會
い
、
黒
犬
は
草
の
聞
か
ら
走
り
出
て
き
た
。
鄭
子
は
、
任
氏
が
た
ち
ま
ち
地
面
に
落
ち
て
、
元
の
姿
に
戻
っ
て

　
　
南
に
走
っ
て
い
く
の
を
見
た
。
黒
犬
は
こ
れ
を
追
い
か
け
、
鄭
子
は
付
き
從
っ
て
走
り
呼
び
叫
ん
だ
が
、
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
里

　
　
ほ

ど
で
、
犬
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
）

　

こ
の
よ
う
に
、
鄭
六
は
狐
に
戻
っ
た
任
氏
を
目
撃
し
、
そ
の
亡
骸
を
葬
っ
た
後
、
長
安
へ
戻
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
②
物
事
を
よ
く
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
難
は
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
2
）
や
（
5
）
に
語
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
鄭
六
が
登
場
す
る

場
面
で

あ
る
。
プ
ロ
ッ
ト
の
（
2
）
で
は
、
任
氏
と
鄭
六
が
住
ま
い
を
構
え
る
計
書
を
す
る
際
に
、
任
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

　
　
任
氏

日
「
從
此
而
東
、
大
樹
出
於
棟
聞
者
、
門
巷
幽
静
、
可
税
以
居
。
前
時
自
宣
平
之
南
、
乗
白
馬
而
東
者
、
非
君
妻
之
昆
弟
乎
。
其

　
　
家
多
什
器
、
可
以
假
用
。
」

　
　
（
任
氏
は
言
っ
た
。
「
こ
こ
か
ら
東
へ
行
き
、
大
き
な
木
が
建
物
の
聞
に
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
通
り
も
静
か
で
、
借
り
て
佳
む
の
に

　
　

よ
い
で
し
ょ
う
。
以
前
に
宣
卒
の
南
か
ら
、
白
馬
に
乗
っ
て
東
へ
行
っ
た
方
は
、
あ
な
た
の
妻
の
ご
親
戚
で
し
ょ
う
。
あ
の
家
に
は
家

　
　
具
が
多
い
の
で
、
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
」
）
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「
以
前
に
宣
卒
の
南
か
ら
、
白
馬
に
乗
っ
て
東
へ
行
っ
た
方
」
と
は
、
章
釜
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
そ
の
「
以
前
」
の
こ
と
は
、
プ
ロ
ッ

ト
の
　
（
1
）
　
0
中
で
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
至
宣
卒
之
南
、
鄭
子
鮮
有
故
、
請
聞
去
、
纏
至
飲
所
。
釜
乗
白
馬
而
東
、
鄭
子
乗
騒
而
南
、
入
昇
卒
之
北
門
。
偶
値
三
婦
人
行
於
道
中
、

　
　
中
有
白
衣
者
、
容
色
妹
麗
。
鄭
子
見
之
驚
悦
…

　
　
（
宣
卒
の
南
に
至
る
と
、
鄭
子
は
用
事
が
あ
る
と
断
り
、
時
聞
を
も
ら
っ
て
別
れ
て
、
後
か
ら
飲
み
の
場
へ
行
こ
う
と
す
る
。
釜
は
白

　
　
馬
に

乗
っ
て
東
へ
行
き
、
鄭
子
は
櫨
に
乗
っ
て
南
へ
行
き
、
昇
卒
の
北
門
を
入
っ
た
。
た
ま
た
ま
三
人
の
婦
人
が
道
を
行
く
の
に
出
會
っ

　
　
た
が
、
そ
の
中
に
白
い
着
物
の
者
が
い
て
、
容
姿
は
端
麗
で
あ
る
。
鄭
子
は
こ
れ
を
見
て
驚
き
よ
ろ
こ
ん
で
…
）

　

こ
の
場
面
の
語
り
と
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
2
）
の
任
氏
が
述
べ
る
内
容
を
比
べ
て
み
る
と
、
任
氏
の
「
物
事
を
よ
く
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
」

能
力
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
讃
み
取
れ
る
。
ま
ず
、
「
宣
卒
の
南
」
か
ら
「
白
馬
に
乗
っ
て
東
に
行
っ
た
」
者
が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

プ

ロ

ッ

ト
の
　
（
1
）
で
の
語
り
方
は
、
任
氏
が
そ
れ
を
目
撃
し
た
と
い
う
語
り
に
な
っ
て
い
な
い
う
え
に
、
任
氏
と
章
峯
は
話
の
展
開
上
で

ま
だ
面
識
が
な
い
。
た
だ
、
「
白
馬
に
乗
っ
て
東
に
行
っ
た
」
こ
と
は
、
鄭
六
が
任
氏
に
目
を
と
め
る
前
か
ら
、
任
氏
が
鄭
六
た
ち
を
見
て

い

た

と
す
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
硯
畳
的
な
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
白
馬
の
者
が
「
あ
な
た
の
妻
の
ご
親
戚
」
で
あ
る
と
か
、

r
あ
の
家
に
は
家
具
が
多
い
」
と
い
っ
た
私
的
な
事
情
は
、
通
常
の
人
が
一
目
し
て
分
か
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
ま
で
知
っ

て
い

る
と
こ
ろ
に
、
狐
妖
任
氏
の
物
事
を
見
通
す
力
が
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
5
）
に
も
任
氏
の
物
事
を
見
通
す
力
が
語
ら
れ
て
い
る
。
任
氏
は
鄭
六
に
、
脚
に
傷
の
あ
る
馬
を
銭
六
千
で
買
わ

せ
、
そ
れ
を
責
り
に
出
す
と
銭
三
萬
に
な
る
と
言
い
、
實
際
に
銭
二
萬
五
千
で
買
う
者
が
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
裏
事
情
が
あ
っ
た
こ

と
が
後
日
談
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
既
而
密
問
買
者
、
徴
其
由
、
乃
昭
雁
縣
之
御
馬
疵
股
者
、
死
三
歳
　
。
斯
吏
不
時
除
籍
、
官
徴
其
枯
、
計
銭
六
萬
、
設
其
以
宇
買
之
、
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所
獲
向
多
　
。

　
　
（
馬
が
士
買
れ
て
か
ら
、
密
か
に
買
っ
た
者
に
問
わ
せ
る
と
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
昭
雁
縣
の
股
に
傷
の
あ
る
御

　
　
料
馬
が
、
死
ん
で
三
年
に
な
る
の
だ
っ
た
。
そ
の
役
人
が
馬
の
籍
を
除
い
て
お
ら
ず
、
役
所
が
そ
の
馬
の
債
格
を
明
ら
か
に
し
、
銭
六

　
　
萬
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
牟
値
で
馬
を
買
っ
て
も
、
手
に
入
る
銭
は
ず
い
ぶ
ん
多
い
の
だ
。
）

　
こ
の
よ
う
に
任
氏
は
、
御
料
馬
に
つ
い
て
の
知
り
得
る
こ
と
が
難
し
い
事
情
を
知
っ
て
い
て
、
お
金
儲
け
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
鄭
六
が
登
場
す
る
プ
ロ
ッ
ト
で
の
任
氏
は
、
狐
妖
と
し
て
の
要
素
を
多
く
現
し
て
い
る
。
初
め
は
鄭
六
の
前
に
美
女
と

し
て
登
場
し
て
共
寝
を
し
、
最
後
に
は
、
犬
に
追
わ
れ
て
狐
の
正
酷
を
現
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
を
鄭
六
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
聞
の
プ

ロ

ッ

ト
で
も
、
物
事
を
見
通
す
力
を
登
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
章
釜
か
ら
見
た
任
氏
の
特
徴

　
r
説
狐
」
の
狐
の
イ
メ
ー
ジ
の
③
ま
じ
な
い
を
得
意
と
す
る
鮎
に
關
し
て
は
、
章
釜
が
登
場
す
る
プ
ロ
ッ
ト
の
（
4
）
や
、
章
釜
と
鄭
六

が
共
に
登
場
す
る
（
7
）
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
次
に
確
認
し
て
い
く
o

　
プ
ロ
ッ
ト
の
（
4
）
で
は
、
章
釜
に
生
活
費
を
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
任
氏
が
、
章
峯
好
み
の
美
女
と
の
仲
を
取
り
持
つ
こ
と
が
語
ら
れ

て
い

る
。
オ
緬
將
軍
の
お
抱
え
の
美
女
に
手
づ
る
を
つ
け
る
方
法
と
し
て
、
巫
女
に
よ
る
占
い
を
利
用
し
て
果
た
し
て
い
る
。

　
　
初
任
氏
加
寵
奴
以
病
、
針
餌
莫
減
。
其
母
與
緬
優
之
方
甚
、
將
徴
諸
巫
。
任
氏
密
賂
巫
者
、
指
其
所
居
、
使
言
從
就
爲
吉
。
及
覗
疾
、

　
　
巫

日
「
不
利
在
家
、
宜
出
居
東
南
某
所
、
以
取
生
氣
。
」
緬
與
其
母
詳
其
地
、
則
任
氏
之
第
在
焉
。
緬
遂
請
居
。
任
氏
謬
欝
以
偏
狭
、

　
　
勤
請
而
後
許
。
乃
董
服
玩
、
井
其
母
借
迭
干
任
氏
。
至
則
疾
愈
。

　
　
（
當
初
、
任
氏
は
K
緬
將
軍
の
寵
奴
を
病
に
罹
ら
せ
て
、
針
や
藥
で
も
治
ら
な
い
。
そ
の
母
と
ヨ
緬
將
軍
は
大
愛
に
心
配
し
て
、
巫
女
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に

見
て

も
ら
お
う
と
し
た
。
任
氏
は
密
か
に
巫
女
に
賄
賂
を
贈
っ
て
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
を
示
さ
せ
て
、
そ
こ
が
吉
方
だ
と
言

　
　
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
病
を
見
る
と
き
に
な
り
、
巫
女
は
「
こ
の
家
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
こ
を
出
て
東
南
の
あ
る
場
所
に
住
ん
で
、

　
　
生
氣
を
取
り
戻
す
が
よ
い
。
」
と
言
っ
た
。
緬
と
そ
の
母
が
そ
の
地
を
調
べ
る
と
、
そ
こ
が
任
氏
の
住
ま
い
だ
っ
た
の
だ
。
緬
は
そ
こ

　
　
で
住

ま
わ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
ん
だ
。
任
氏
は
狭
い
の
で
と
嘘
を
言
っ
て
断
っ
た
が
、
丁
寧
に
頼
ま
れ
た
後
に
許
し
た
。
そ
こ
で
衣

　
　
装
や
道
具
を
車
に
載
せ
て
、
そ
の
母
と
一
緒
に
任
氏
の
元
に
送
ら
れ
て
き
た
。
到
着
す
る
と
病
は
治
っ
た
。
）

　
ま
ず
、
任
氏
は
「
ヨ
緬
將
軍
の
寵
奴
を
病
に
罹
ら
せ
」
た
と
あ
り
、
具
膿
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
だ
っ
た
の
か
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、

何
か

の

ま
じ
な
い
を
使
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
占
い
自
膿
も
任
氏
自
ら
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
巫
女
と
い
う
人
聞
杜
會
の
風
俗
を
利

用
し
、
巫
女
に
賄
賂
を
贈
る
こ
と
で
自
分
た
ち
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
占
い
の
結
果
を
告
げ
さ
せ
て
い
る
。

　
プ

ロ

ッ

ト
の
（
7
）
で
は
、
占
い
は
さ
ら
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
任
氏
が
狐
に
戻
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
ス
ト
ー
リ
－

に

つ

な
が
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
プ
ロ
ッ
ト
の
（
7
）
で
は
、
鄭
六
が
武
官
に
取
り
立
て
ら
れ
て
、
赴
任
先
に
任
氏
を
伴
っ
て
行
こ
う
と

し
て
頼
む
が
、
任
氏
は
行
き
た
く
な
い
と
断
る
。
そ
こ
で
、
鄭
六
は
章
釜
に
も
頼
ん
で
二
人
で
何
度
も
読
得
し
、
最
終
的
に
任
氏
も
同
行
す

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

る
こ
と
に
な
る
場
面
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
場
面
に
つ
い
て
、
周
承
銘
氏
、
高
雪
氏
「
《
任
氏
傳
》
主
題
新
論
」
に
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　
細
か
v
分
析
し
て
み
る
と
、
任
氏
の
死
の
責
任
は
鄭
六
だ
け
に
あ
っ
て
、
章
釜
に
は
全
く
な
い
。
ま
ず
、
鄭
六
の
欲
深
さ
が
任
氏
を
死

　
　
に

追
い
や
っ
た
の
で
あ
る
。
「
夜
を
一
緒
に
過
ご
す
」
と
い
う
目
的
を
逐
げ
る
た
め
に
、
鄭
六
は
武
官
に
徴
用
さ
れ
た
機
會
を
口
實
に

　
　
し
て
、
　
F
任
氏
に
一
緒
に
行
こ
う
と
求
め
た
（
逝
與
任
氏
倶
去
）
」
の
は
、
旅
の
途
中
で
夜
な
夜
な
土
ハ
寝
の
快
樂
を
得
る
た
め
で
あ
る
。
…
…

　
　
次
に
、
鄭
六
が
任
氏
の
本
來
の
姿
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
任
氏
を
死
に
追
い
や
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
任
氏
は
章
峯
の
問
い
詰
め
に
よ
っ

　
　
て
、
「
だ
い
ぶ
経
っ
て
か
ら
（
良
久
）
」
な
ぜ
西
へ
行
き
た
く
な
い
の
か
と
い
う
理
由
を
話
し
出
し
た
。
任
氏
の
言
い
分
に
封
し
て
、
小
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説
で

は
、
ま
ず
鄭
六
の
心
の
中
の
世
界
の
状
態
を
透
覗
す
る
形
で
「
鄭
子
は
た
い
へ
ん
夢
中
に
な
っ
て
い
て
、
他
の
こ
と
を
考
え
ず
に

　
　
（
鄭
氏
甚
惑
也
、
不
思
其
他
）
」
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
こ
れ
に
績
け
て
素
描
の
手
法
で
鄭
六
の
外
面
や
言
語
と
し
て
現
れ
た
反
鷹
を

　
　
「
峯
と
大
い
に
笑
っ
て
『
こ
ん
な
に
物
の
道
理
が
分
か
っ
て
い
る
人
が
、
怪
し
げ
な
も
の
に
惑
わ
さ
れ
て
、
ど
う
し
た
こ
と
か
』
と
言
っ

　
　

て
、
か
た
く
頼
む
（
與
峯
大
笑
日
「
明
知
若
此
、
而
爲
妖
惑
、
何
哉
」
固
請
之
。
）
」
と
蔦
し
取
っ
て
い
る
。
任
氏
が
躊
躇
っ
て
「
だ
い

　
　
ぶ
経
っ
て
か
ら
（
良
久
）
」
や
っ
と
答
え
て
い
る
の
は
、
任
氏
に
懸
念
が
あ
り
、
避
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
保
留
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

　
　
絡
始
自
分
が
「
女
妖
」
だ
と
い
う
身
分
を
明
か
し
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
章
釜
の
責
任
を
免
れ
さ
せ
て
鄭
六
の

　
　
責
任
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
作
者
の
意
圖
が
あ
る
。

　
周
氏
ら
は
、
鄭
六
の
言
動
や
心
理
に
關
す
る
描
篶
を
丁
寧
に
讃
み
取
っ
て
、
任
氏
の
死
の
責
任
が
鄭
六
に
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
お
り
、

そ

の
鮎
に
説
得
力
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
鄭
六
と
章
釜
が
一
緒
に
任
氏
を
l
得
し
て
い
る
が
、
章
杢
に
責
任
は
な
い
と
い
う
見
解
に
封
し
て
は
、
異

論
を
示
し
た
い
。
む
し
ろ
、
章
釜
が
一
緒
に
な
っ
て
説
得
し
た
こ
と
こ
そ
が
、
任
氏
が
西
行
き
へ
の
同
行
を
断
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理

由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
章
杢
が
最
初
に
任
氏
と
出
會
っ
た
の
は
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
3
）
で
語
ら
れ
た
場
面
で
あ
る
。
鄭
六
の
妾
と
な
っ
た
任
氏
が
た
い
へ
ん
な
美

人
だ

と
聞
い
て
章
釜
は
訪
ね
て
行
っ
た
。
こ
の
と
き
任
氏
が
狐
で
あ
る
こ
と
を
鄭
六
は
す
で
に
知
っ
て
い
る
が
、
打
ち
明
け
て
い
な
い
の
で

章
釜
は
知
ら
な
い
。

　
章
釜
は
任
氏
の
美
貌
に
目
が
v
ら
ん
で
齪
暴
を
し
か
か
る
が
、
任
氏
は
拒
み
通
し
た
。
そ
の
と
き
に
任
氏
が
述
べ
た
道
理
を
章
峯
は
聞
き

入
れ

て
、
以
後
手
荒
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
道
理
を
通
し
貞
節
を
守
る
婦
人
と
し
て
の
任
氏
が
表
さ
れ
て
い
る
場

面
で

あ
る
。
そ
の
場
面
で
、
任
氏
は
「
鄭
六
が
か
わ
い
そ
う
だ
（
鄭
六
之
可
哀
也
）
」
と
述
べ
る
。
章
峯
が
理
由
を
尋
ね
る
と
、
任
氏
は
次

（48）



の

よ
う
に
答
え
る
。

　
　
「
鄭
生
有
六
尺
之
嘔
、
而
不
能
庇
一
婦
人
、
豊
丈
夫
哉
。
且
公
少
豪
修
、
多
獲
佳
麗
、
途
某
之
比
者
照
　
。
而
鄭
生
窮
賎
、
其
所
柄
恢

　
　
者
、
唯
某
而
已
。
忍
以
有
鈴
之
心
、
而
奪
人
之
不
足
乎
。
哀
其
窮
霞
不
能
自
立
。
衣
公
之
衣
、
食
公
之
食
、
故
爲
公
所
繋
耳
o
若
糠
模

　
　
可
給
、
不
當
至
是
。
」

　
　
（
「
鄭
生
は
身
の
丈
六
尺
の
膿
を
持
っ
て
い
て
も
、
一
人
の
婦
人
を
か
ば
う
こ
と
も
で
き
な
い
と
は
、
一
人
前
の
男
と
は
言
え
ま
せ
ん
わ
。

　
　
あ
な
た
は
若
い
と
き
か
ら
欲
し
い
ま
ま
に
し
て
、
多
く
の
綺
麗
な
人
を
手
に
入
れ
て
き
た
の
で
、
私
に
勝
る
者
に
た
く
さ
ん
會
っ
た
で

　
　
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
鄭
六
は
貧
し
い
の
で
、
よ
ろ
し
い
相
手
は
、
た
だ
私
だ
け
で
す
。
齢
裕
あ
る
心
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
人
の
足
り

　
　
な
い
も
の
を
奪
う
の
を
控
え
な
さ
っ
て
は
。
鄭
六
は
貧
し
く
て
自
立
で
き
て
お
ら
ず
哀
れ
で
す
。
あ
な
た
の
衣
服
を
着
て
、
あ
な
た
の

　
　
食
糧
を
食
べ
て
い
る
の
で
、
あ
な
た
に
繋
が
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。
も
し
粗
末
な
食
べ
物
で
も
足
り
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
　
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　

こ
う
し
た
言
葉
に
、
章
峯
は
義
侠
心
を
畳
ま
さ
れ
て
任
氏
に
謝
り
、
こ
れ
以
降
、
任
氏
の
生
活
費
を
す
べ
て
出
し
て
い
る
。

　
任
氏

は
、
鄭
六
が
章
釜
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
あ
な
た
の
衣
服
を
着
て
、
あ
な
た
の
食
糧
を
食
べ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
、
そ

れ

が
理
由
で
章
釜
の
意
向
に
從
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
論
法
に
從
え
ば
、
任
氏
も
こ
の
後
に
章
釜
に
生
活
費
を

出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
章
釜
に
從
う
者
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
血
早
釜
が
登
場
す
る
プ
ロ
ッ
ト
で
の
任
氏
は
、
人
聞
杜
會
で
の
規
範
を
守
る
姿
を
現
し
て
い
る
。
任
氏
は
、
初
封
面
で
章

釜
が

齪
暴
を
働
こ
う
と
し
た
際
に
、
道
理
を
述
べ
て
身
の
貞
節
を
守
り
、
最
後
に
は
、
圭
人
で
あ
る
鄭
六
や
生
活
費
を
出
し
て
い
る
章
峯
の

意
向
に
從
っ
た
結
果
死
ん
で
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
3
）
を
踏
ま
え
る
と
、
プ
ロ
ッ
ト
の
（
7
）
で
任
氏
が
凶
方
の
西
へ
の
旅
に
同
行
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ



た

の

は
、
鄭
六
が
同
行
を
頼
ん
だ
こ
と
が
理
由
で
は
あ
る
が
、
實
質
的
に
生
活
費
を
出
し
て
い
る
章
釜
が
後
押
し
を
し
た
こ
と
が
よ
り
強
い

理
由
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
ス
ト
ー
リ
－
の
上
で
、
鄭
六
と
章
釜
と
で
は
、
任
氏
が
狐
で
あ
る
こ
と
を
知
る
時
期
に
違
い
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
任
氏
の
死
へ
と
つ
な
が
る
展
開
を
招
い
て
い
る
。

　
（
四
）
鄭
六
と
章
峯
が
見
た
任
氏

　
本
稿
の
始
め
に
示
し
た
疑
問
は
二
つ
あ
る
。
任
氏
が
「
狐
」
で
あ
る
と
い
う
怪
異
は
、
「
任
氏
傳
」
に
ど
の
よ
う
に
物
語
と
し
て
描
か
れ

て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
な
ぜ
、
美
女
任
氏
一
人
に
封
し
て
、
鄭
六
と
章
釜
と
い
う
二
人
の
男
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
内
容
を
も
と
に
ま
と
め
る
。

　
ま
ず
、
鄭
六
は
、
任
氏
が
美
女
で
あ
る
こ
と
や
そ
の
美
女
を
手
に
入
れ
た
こ
と
に
満
足
し
て
お
り
、
任
氏
が
狐
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
は
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

e

い

て

も
意
に
關
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
初
封
面
の
一
夜
か
ら
十
日
鯨
り
後
、
再
會
し
た
任
氏
が
「
知
っ
て
い
て
な
ぜ
近
づ
く
の
か

（公
知
之
、
何
相
近
焉
）
」
と
鄭
六
に
問
う
と
、
「
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
何
も
心
配
は
な
い
（
難
知
之
、
何
患
）
」
と
答
え
て
い
る
こ
と
に

端
的
に
表
れ
て
い
る
。
ま
た
本
章
の
（
1
1
）
で
す
で
に
確
認
し
た
各
場
面
に
も
、
鄭
六
が
目
撃
し
た
任
氏
の
行
動
に
は
、
人
離
れ
し
た
知
恵

を
持
つ
狐
と
い
う
特
徴
が
多
く
現
れ
て
い
た
。

　
一
方
の
章
釜
は
、
任
氏
が
死
ん
だ
後
に
狐
だ
と
知
っ
た
が
、
交
遊
し
て
い
る
聞
は
、
任
氏
は
人
聞
の
美
女
だ
と
疑
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で

あ
る
。
そ
の
鄭
六
か
ら
見
た
任
氏
は
、
道
理
を
説
き
貞
節
を
守
り
主
人
に
從
い
、
智
恵
や
人
脈
を
駆
使
し
て
身
内
に
利
を
も
た
ら
す
婦
人

で

あ
る
。
着
物
を
縫
わ
な
い
こ
と
や
、
聰
明
な
の
に
占
い
を
信
じ
る
と
い
っ
た
面
も
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
面
は
あ
く
ま
で
人
と
し
て
の
範

園
で
少
し
愛
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
封
比
し
て
見
て
み
る
と
、
鄭
六
は
、
任
氏
が
狐
と
知
っ
た
う
え
で
、
「
狐
」
の
任
氏
と
つ
き
あ
っ
て
い
た
と
言
え
る
し
、



章
釜
は
任
氏
を
人
だ
と
思
っ
た
う
え
で
、
「
人
」
で
あ
る
任
氏
と
つ
き
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
鄭
六
が
直
接
見
聞
き
し
た
狐
と
し
て
の
任
氏
の
面
は
、
任
氏
の
死
後
に
鄭
六
か
ら
聞
か
さ
れ
る
こ
と
で
章
峯
に
共
有
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
任
氏
が
着
物
を
縫
わ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
占
い
の
凶
方
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
が
狐
だ
っ
た
た
め
な
の
だ
と
、
章
釜
の
直
接
見

聞
と
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
任
氏
の
物
語
が
絡
わ
っ
た
時
貼
で
は
、
章
釜
に
と
っ
て
も
任
氏
は
狐
だ
っ
た
と
振

り
返
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
F
任
氏
傳
」
と
い
う
物
語
は
、
鄭
六
と
章
釜
が
そ
れ
ぞ
れ
に
膿
験
し
た
任
氏
の
「
狐
」
と
「
人
」
の
両
面
を
表
現
し
た
物
語
で
あ
る
。
任

氏
が

「
狐
の
化
物
」
で
あ
る
こ
と
は
、
知
識
人
で
あ
る
章
釜
や
沈
既
濟
の
直
接
酷
験
で
は
な
く
、
鄭
六
と
い
う
無
教
養
の
男
が
膿
験
し
た
出

來
事
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
任
氏
の
人
と
し
て
優
れ
た
面
は
、
章
峯
の
直
接
膿
験
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

（51）

　
［
任
氏
傳
」
の
語
り
手
沈
既
濟
が
狐
妖
任
氏
に
つ
い
て
知
っ
た
の
は
、
章
峯
と
交
友
が
あ
っ
た
た
め
で
、
任
氏
の
話
の
出
所
は
一
見
章
峯

で

あ
る
と
讃
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
語
ら
れ
た
内
容
と
語
り
の
覗
貼
を
詳
細
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
任
氏
が
狐
で
あ
る
と
い
う
話
の
出
所
は
、

そ
れ
を
直
接
目
撃
し
て
知
っ
て
い
た
鄭
六
で
あ
る
。
沈
既
濟
が
目
撃
者
の
鄭
六
か
ら
狐
妖
任
氏
の
話
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
章
峯
が
鄭
六
か

ら
任
氏
が
狐
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
知
り
、
さ
ら
に
章
釜
か
ら
沈
既
濟
は
任
氏
が
狐
だ
っ
た
と
聞
き
知
る
と
い
う
傳
聞
過
程
を
挾
ん
で
い
る
。

　
任
氏

と
い
う
者
は
、
二
面
性
を
持
っ
て
お
り
、
二
人
の
男
が
そ
れ
ぞ
れ
に
目
撃
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
鄭
六
は
狐
と
し
て
の
任
氏
と

交
流
し
、
章
釜
は
人
と
し
て
の
任
氏
と
交
流
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
狐
が
美
女
に
化
け
る
と
い
う
怪
異
の
物
語
と
、
人
に
も
優

る
と
稻
え
る
べ
き
情
を
示
し
た
存
在
の
物
語
が
、
一
人
の
任
氏
と
い
う
人
物
に
集
約
さ
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。



　
任
氏

た
ち
の
物
語
を
語
り
終
え
た
後
で
、
語
り
手
は
「
あ
あ
、
人
で
な
い
者
の
情
が
、
人
道
に
か
な
う
の
だ
（
嵯
乎
、
異
物
之
情
也
、
有

人
道
焉
）
」
と
任
氏
に
封
し
て
感
嘆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
任
氏
が
狐
で
あ
る
こ
と
は
、
「
任
氏
傳
」
に
お
け
る
重
要
な
關
心
事
で
あ
る
こ
と

が
讃
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
語
り
手
」
が
［
任
氏
傳
」
の
終
わ
り
に
述
べ
る
訓
戒
を
導
く
ま
で
の
語
り
に
つ
い
て
は
十
分
に
述
べ
切
れ

な
か
っ
た
た
め
別
稿
と
し
た
い
。

注（
1
）
　
r
任
氏
傳
」
の
テ
ク
ス
ト
は
張
國
風
會
校
『
太
卒
廣
記
會
校
』
（
北
京
燕
山
出
版
肚
、
二
〇
1
　
1
　
u
r
）
を
使
用
し
た
。

（
2
）
　
周
承
銘
、
高
雪
「
《
任
氏
傳
》
主
題
新
論
」
（
『
臨
皿
城
師
範
學
院
學
報
・
人
文
杜
會
科
學
版
』
三
六
ー
1
l
、
　
1
1
0
1
六
年
）
七
〇
頁
に
、
「
任
氏
傳
」

　
　
の
先
行
説
を
分
類
し
て
一
、
風
刺
説
、
二
、
自
喩
説
、
三
、
愛
情
説
と
し
、
現
在
の
多
く
の
研
究
者
が
愛
情
説
を
支
持
し
て
い
る
と
遮
べ
て
い
る
。

（
3
）
　
六
朝
志
怪
の
狐
に
つ
い
て
、
富
永
一
登
『
中
國
古
小
説
の
展
開
』
第
四
章
第
三
節
「
狐
説
話
の
展
開
」
（
研
文
出
版
、
二
〇
＝
二
年
）
に
詳
し
い
o

（
4
）
　
本
稿
に
お
け
る
「
物
語
論
」
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
ら
に
よ
る
物
語
の
語
り
の
理
論
を
指
し
て
い
る
。

（
5
）
　
「
物
語
論
（
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
）
」
の
理
論
に
よ
る
。
作
中
で
起
き
た
で
き
ご
と
（
物
語
世
界
）
を
語
り
進
め
る
人
。
「
作
者
」
と
は
厘
別
し
、
す
べ
て

　
　
の
物
語
は
「
語
り
手
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
6
）
　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
著
、
花
輪
光
、
和
泉
涼
一
諜
『
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
ー
方
法
論
の
試
み
』
（
水
聲
杜
、
一
九
八
五
年
）
。
ジ
ェ
ラ
ー

　
　
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
著
、
和
泉
涼
一
、
神
郡
悦
子
謹
『
物
語
の
詩
學
－
績
・
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』
（
水
聲
冠
、
l
九
八
五
年
）
。

（
7
）
　
鄭
子
如
言
訪
其
舎
、
而
詣
杢
假
什
器
。
問
其
所
用
…
…
釜
乃
悉
假
帷
帳
楊
席
之
具
、
使
家
憧
之
恵
駐
者
、
随
以
硯
之
。
俄
而
奔
走
返
命
、
氣
呼
汗

　
　
治
。
釜
迎
問
之
「
有
乎
。
」
日
「
有
o
」
又
問
「
容
若
何
。
」
日
「
奇
怪
也
、
天
下
未
嘗
見
之
　
。
」
…
…
釜
撫
手
大
骸
日
「
天
下
山
豆
有
斯
人
乎
。
」
遽
命

　
　
汲
水
濠
頸
、
巾
首
膏
唇
而
往
。
…
…
釜
周
覗
室
内
、
見
紅
裳
出
於
戸
下
。
迫
而
察
焉
、
見
任
氏
戟
身
匿
於
扇
聞
。
釜
引
出
、
就
明
而
観
之
、
殆
過
於

　
　
所
傳
　
。

（
o
o
）
　
r
大
卒
廣
記
會
校
』
は
F
從
此
而
東
、
大
樹
出
於
棟
聞
者
」
の
部
分
の
訣
字
を
『
大
卒
廣
記
詳
節
』
に
よ
っ
て
改
め
、
「
安
邑
坊
之
内
曲
、
有
小
宅
、

　
　
宅
中
有
小
棲
、
棲
前
有
大
樹
出
於
棟
聞
者
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
異
同
に
つ
い
て
、
佐
野
誠
子
「
『
任
氏
傳
』
の
長
安
」
（
『
中
唐
文
學
會
報
』
（
二
こ

　
　
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。
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（
9
）
　
後
歳
鹸
、
鄭
子
武
調
、
授
椀
裡
府
果
毅
尉
…
…
將
之
官
、
遽
與
任
氏
倶
去
、
任
氏
不
欲
往
…
…
鄭
子
懇
請
、
任
氏
愈
不
可
。
鄭
子
乃
求
釜
資
助
、

　
　
釜
與
更
勧
勉
、
且
詰
其
故
。
任
氏
良
久
日
「
有
巫
者
言
、
某
是
歳
不
利
西
行
、
故
不
欲
耳
。
」
鄭
子
甚
惑
也
、
不
思
其
他
、
與
釜
大
笑
日
「
明
智
若
此
、

　
　
而
爲
妖
惑
、
何
哉
。
」
固
請
之
、
任
氏
日
「
億
巫
者
言
可
徴
、
徒
爲
公
死
、
何
盆
。
」
二
子
日
「
豊
有
斯
理
乎
。
」
懇
請
如
初
。
任
氏
不
得
已
、
遂
行
．

（
1
）
　
前
掲
注
（
2
）
七
二
頁
。
「
但
細
加
分
析
、
任
氏
之
死
的
責
任
却
只
在
鄭
六
而
不
在
章
釜
。
首
先
、
是
鄭
六
的
貧
欲
害
死
了
任
氏
。
爲
了
達
到
”
専

　
　
其
夕
”
的
目
的
、
他
要
借
武
調
赴
任
之
機
、
”
遽
與
任
氏
倶
去
”
、
以
便
在
旅
途
中
禮
験
夜
夜
讐
栖
共
宿
的
歓
S
s
o
　
．
．
．
…
其
次
、
是
鄭
六
忘
記
任
氏
的

　
　
原
形
角
色
害
死
了
任
氏
。
…
…
任
氏
在
章
釜
的
追
逼
下
、
干
”
良
久
”
説
出
其
何
以
不
欲
西
行
的
原
因
。
面
封
任
氏
的
説
法
、
小
説
先
是
以
芳
白
形

　
　
式
透
覗
鄭
内
心
世
界
的
状
態
、
”
鄭
氏
甚
惑
也
、
不
思
其
他
”
纏
之
以
白
描
手
法
墓
篶
鄭
六
形
膿
語
言
的
外
在
反
雁
、
”
與
釜
大
笑
日
：
、
明
知
若
此
、

　
　
而
爲
妖
惑
、
何
哉
、
固
請
之
o
”
任
氏
猶
豫
”
良
久
”
才
肯
回
答
、
説
明
地
有
顧
慮
、
有
回
避
、
有
保
留
、
絡
始
没
有
公
開
自
己
的
”
女
妖
”
身
扮
、

　
　
這
是
作
者
有
意
開
脱
章
釜
責
任
而
突
出
鄭
六
責
任
。
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